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麦・大豆国産化プラン

産地名：江北町

（作成主体：KS機械利用組合）
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１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

＜麦＞
（現状）
令和6年産は、小麦22.1haと大麦（はるか二条）23.3ha作付けしている。令和7年産からは小麦の作付面積を減らし、需要があり多収
が期待できる大麦（はるか二条）の作付面積を増やしている。

（課題）
・小麦・大麦合わせて45.5ha作付けしているため、播種～乾燥・調整・出荷までの全作業時間が非常に長くなっている。
・乾燥能力が現在低く、乾燥機待ちで適期に刈取りができないことが多い。大麦の作付面積を増やすため、乾燥・調整を短期間で終
わらせる必要がある。

（課題解決に向けた取り組み方針）
・今回導入する麦播種機は、播種量の調整をトラクター内から調整でき時間削減できる。また、システムで自動的に播種量を調整でき
るため、正確かつ効率的に播種作業を行えるため、適量播種ができ、単収の増加につながる。

・作業時間を短縮するために、3畦同時に踏むことができる麦踏ローラーを導入する。作業時間が短くなることで、作業日が天候に左
右されにくくなり、適期で行うことができるようになる。

・乾燥能力をあげるために、新たに乾燥機を増設することで、多収が見込まれるはるか二条の作付面積が増えても対応が可能となる。
これにより適期刈取りを行えるようになるため、単収の増加及び品質向上につながる。



２．産地と実需者との連携方針

＜麦＞
民間流通麦佐賀県連絡協議会および民間流通麦佐賀県意見交換会において、実需者の需要動向を把握し

意見交換を行い、需要に応じた生産計画を策定する。

主要な実需者

○小 麦・大 麦：福岡県精麦工業協同組合
佐賀県精麦工業協同組合

※ 産地と実需者については具体的な名称を記載すること。
※ 麦の実需者は、麦を原料とした加工品等の製造を業とする者（製粉会社、製パン会社、製麺会社等）とする。
※ 大豆の実需者は、大豆を原料とした加工品等の製造を業とする者、大豆の販売を業とする者及びこれらの者が組織する法人その他の団体とする。
なお、販売を業とする者を実需者とする場合は、その者が販売する先（最終実需者）について、代表的な者の名称を記載すること。

※ 産地と実需者それぞれの国産麦・大豆取扱量の現状とおおむねの目標値を記載すること。

現状
（令和６年産取扱数量）

小 麦：81，050kg
大 麦：77，704kg

概ねの目標
（令和１０年産）

小 麦：60，390kg（－20,660kg）
大 麦：108,750kg（＋31,046kg）

非公表



※ 産地と実需者との連携について、図等を用いて明示すること。
※ 取組の中心となる農業者等を必ず位置付けること。

３．麦・大豆の国産化に向けた推進体制及び各関係者の役割

実需者

K
S
機
械
利
用
組
合

佐賀県園芸農産課
・計画策定の支援
・麦種転換、品種転換に向けた
生産者団体との調整
・栽培技術や適期播種技術の普
及推進

佐賀県農地整備課
・地域の要望に応じた暗渠排水
の整備推進

佐賀県農業協同組合等

江北町役場
・事業の情報提供・実施

JA武雄杵島営農経済セン
ター
・営農指導の実施

江北町農業委員会
・農地情報の収集・提供

佐賀県 産地

・需要に応じ
た生産・販売
に向けた連携
・情報交換

・指導
・実績確認 ・指導

・進歩管理

・福岡県精麦
工業協同組合

・佐賀県精麦
工業協同組合

・実績報告

計画に基づいた推進

・需要に応じ
た生産・販売
に向けた連携
・情報交換

・実績報告

非公表


